
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

利活用していない

主に経営者（個人事業主を含む）

主に従業員

全社的に利活用

わからない

データ分析（売上・顧客動向等）

アイデア出し・経営戦略策定

販促文章の作成（SNS投稿・チラシ文面等）

経理事務作業の効率化（請求書の整理等）

社内情報検索・マニュアル化

問合せ対応の効率化（チャット対応・FAQ等）

採用業務の効率化（求人票作成等）

文章作成（メール・案内文・議事録）

その他

利活用しておらず関心がない

0% 10% 20% 30% 40% 50%

情報漏えい・セキュリティ面の不安

利用に際する社内ルールの未整備

出力内容の正確性への不安

業務上での活用方法が分からない

推進できる人材がいない

費用対効果が不明

操作方法・使い方への不安

効果検証・運用の時間が確保できない

その他

特にない
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「中小企業における生成 AIの利活用について」 「中東情勢による影響」 

 
 
 

１. 貴社では、業務上で生成 AI（ChatGPT、Gemini、Claude、DeepSeek等）を利活用していますか。利活用している場合は主
にどのような方が使っていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２. 貴社では、業務上で生成 AIをどのような用途で利活用していますか。また、現時点で利活用していない場合は、どのよ
うな用途での利活用に関心がありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３. 貴社が生成 AIを業務で利活用する上で、課題となる点は何ですか。もし現時点で利活用していない場合は、その理由は
何ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

一部支障が生じている

あまり支障は生じていない

かなり支障が生じている

特に問題なく通常どおり

該当なし・分からない

一部支障が生じる見込み

あまり支障は生じない見込み

かなり支障が生じる見込み

特に問題なく通常どおりの見込み

該当なし・分からない

直近

今後

0% 10% 20% 30% 40% 50%

一時支援金などの給付金

資金繰り支援の拡充

価格転嫁の円滑化支援

エネルギーの安定供給・料金対策

買占めや不当な値上げへの監視強化

原材料・部材の調達支援

情報提供・相談窓口の強化

省エネ・効率化の支援

その他

特になし

 

 

４. 2026年春以降の中東情勢の混迷等により、貴社では原材料や商品等の調達（仕入れ）に際して、欠品や納期遅れ等、価
格面以外での支障が生じていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５. 中東情勢の混迷等により、原油価格等の高騰や、原材料・商品等の調達が困難な状況が生じています。これを受けて、今
後、行政に求める支援策は何ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


